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１ 京の生きもの・文化協働再生プロジェクト認定制度

⑴ 団体
ア 概要と取組状況

京都らしさを支えてきた生きものの保全、再生及び持続可能な利用の取組を
実施する団体を認定し、必要に応じて技術的な支援のための専門家を派遣して
いる。

・３１件を認定、２３６者で取組（令和５年２月末時点）
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福田金属箔粉工業株式会社による「ヒオウギ・オミナエシの保全及び啓発」

下鴨下川原町中部町内会による
「フタバアオイの保全」



１ 京の生きもの・文化協働再生プロジェクト認定制度
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講習会の案内
講習会の開催

参加申込み
講習会への参加
苗・認定証の受領

取組の推進
（植物の育成）

育成相談等
フォローアップ

展示会等への
参加・交流

（参加者）

（本市）

⑵ 個人
ア 制度の拡充

今年度からは、より多くの方に取り組んでいただけるように個人も認定対象に

イ 概要
希少種（フタバアオイ、ヒオウギ、ノカンゾウ、イワギボウシ）の生息域外保全
文化を支える生物資源の持続可能な利用を促進



１ 京の生きもの・文化協働再生プロジェクト認定制度
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⑵ 個人
ウ 今年度の取組状況

・認定者数 計６０名（フタバアオイ１７名、ノカンゾウ９名、ヒオウギ１７名、イワギボウシ１７名）

・育成相談受付

・オンライン写真展示会を開催

令和４年１１月～

①概要

希少な植物の育成状況を、ポータルサイト

「京・生きものミュージアム」で御紹介

②参加者

認定者のうち展示会への参加を希望された１２名

③展示内容

育成中の植物の様子が分かる写真及び参加者の

コメント



２ 京の生物多様性担い手宣言制度
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⑴ 制度の概要
生物多様性保全の担い手を増やすとともに、生物多様性に関する理解の促進や、

行動に移していただく機会とするため、様々な主体が取り組める行動例を示し、
できる取組を宣言してもらうとともに、宣言内容に応じた情報発信を行い、「担
い手を必要としている主体」と「行動したい人」とのマッチングを図る。

・宣言数 ３,５５７件（令和５年２月末時点）（目標：令和７年度末までに５万件）



⑵ 制度の運用
・ 宣言者に対して宣言内容に応じたイベントや講座等の情報をメール等で随時提
供し、行動を促進する。

・ イベントや学校、事業者、活動団体等、あらゆるチャンネルを通じて宣言者の
拡大に取り組む。

＜周知＞
・市民しんぶん５月号
・SNS
・学生向けアプリ「KYO-DENT」
・京都新聞（令和４年４月２８日）
・その他各種イベント

２ 京の生物多様性担い手宣言制度
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登録団体

ポータルサイト
イベント
等を掲載

イベント情報送信
８５件

（令和５年２月末時点）

宣言内容に応じた情報が届く

科博連サイエンスフェスティバル



３ 民間企業との連携
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⑴ 武田薬品工業株式会社京都薬用植物園
市域における生物多様性保全の推進に関し、相互の連携を強化し、取組の促進を

図るため、令和３年１２月に締結した生物多様性保全に関する協定に基づき連携

＜現在の連携状況＞
①京の生きもの・文化協働再生プロジェクト認定制度における協力

②さすてな京都と連携した学習プログラムの実施

③小学校と連携した学習プログラムの実施

④活動団体等への支援・協力

（雲ケ畑・足谷 人と自然の会、チマキザサ再生委員会、京都伝統文化の森推進協議会）

⑤京都市衛生環境研究所における生物多様性保全の取組との連携

⑤京都市衛生環境研究所における生物多様性保全の取組との連携（左：植栽の設置、右：パネル展示）



３ 民間企業との連携
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⑵ 日本マクドナルド株式会社及び京都市立芸術大学
私たちの生活にも密接に関わり、SDGs の目標（主に「14 海の豊かさを守ろう」、

「15 陸の豊かさも守ろう」）で掲げられている「生物多様性」について考えて、
行動する産学公連携プロジェクト「トレイマットデザインコンテスト」を実施

＜概要＞
京都市立芸術大学の学生が生物多様性に関する講義を受けてデザインした作品のうち、一次選考で

選出された１６作品の中から、一般の方が参加するオンライン投票で最優秀賞・優秀賞を、特別賞と
して京都市長賞を、それぞれ決定
最優秀賞の作品は、2月8日（水曜日）から約2週間、市内のマクドナルド全店舗で実際に使用

授業の様子 受賞者の皆様



４ その他事業（⑴ 活動交流会）

⑴ 概要
生物多様性保全に係る事業者、活動団体等の皆様による取組を推進するとともに、

市民の皆様の生物多様性保全に係る理解を深め、行動を促進することを目的に、
OECMを主なテーマとして、事業者及び活動団体等の皆様による取組内容等を共有
し、参加者同士が交流する活動交流会を開催

日時：令和４年１２月２３日（金） 午後１時～午後５時３０分

場所：キャンパスプラザ京都

⑵ 開催結果
・会場６２名、オンライン５４名併せて１１６名が参加 9

ア 基調講演「生物多様性保全に関する世界や国内の動向～京都での取組に向けて～」

京都大学名誉教授 森本 幸裕氏

イ 取組紹介

・武田薬品工業株式会社京都薬用植物園の生物多様性に関する近年の取組

（武田薬品工業株式会社京都薬用植物園）

・名勝渉成園での生物多様性にむけた取組

（植彌加藤造園株式会社）

・お寺の森での環境学習－生物多様性についての学びとその保全

（フィールドソサイエティー）

・KES活動における生物多様性の取組（エコロジカルネットワーク）について

（特定非営利活動法人KES環境機構・京都かんきょう株式会社）

・大原野森林公園の現状と課題

（大原野森林公園運営管理協会）

ウ 講演者及び参加者による意見交換

上：基調講演・取組紹介、下：意見交換



４ その他事業（⑵ 地域生きもの探偵団）

⑴ 概要
市内の小学校が授業で自然観察を実施する際に、専門家を派遣し、児童に多様な

生きものたちのつながり等について解説する。
従前プランの計画期間である平成２７年度から８年間で、約3,200名の児童に

参加いただいている。

⑵ 今年度の取組状況
・１５校で計２５回（７４２名）実施
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４ その他事業（⑶ 京の生きもの生息調査）

ウグイス

⑴ 概要
市民参加のもと、市内で見られる生きものの生息状況を把握するとともに、本市

の緑や水辺の豊かさ等の自然環境の現状を評価するために実施している。
今年度からは、「生きものを通して、四季の変化を感じていただく」ため、実施

期間を通年としている。

⑵ 今年度の取組状況
・２０９件報告（令和５年２月末時点）

ツバメ ハグロトンボ セミ



【川】天然アユなど
の川の恵みを豊かに
する活動推進

【森】東山の森づくり

【森】西山の
自然環境保全

武田薬品工業㈱
京都薬用植物園

【街】「宝が池の
森」の保全・再生

12

５ 推進プロジェクト

⑴ 各推進プロジェクトの主な活動場所

「森」「里」「街・川」の各テーマ

について、市内の多様な地域で取組が

進められている。

【森】チマキザサの再生
【京都らしさ】
京都の自然環境

調査

【里】環境配慮型農業

【森】東山の森づくり
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概要
「チマキザサ再生委員会」と協働し、絶滅の危機に瀕する花

脊・別所地域のチマキザサ再生を推進する。

課題
・防鹿柵内のササ生育環境整備と次世代の担い手確保・技術
継承支援

・チマキザサの流通促進と普及啓発

取組
・チマキザサ再生事業の実施（ササ再生状況のモニタリング、
再生加速のための移植試験、ササ生育環境管理、活動資金確保、
人材・組織マネジメント及び次世代の担い手確保 など）

ア チマキザサの再生

５ 推進プロジェクト

⑵ 各推進プロジェクトの取組状況

チマキザサ採取の体験会

チマキザサの移植
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概要

「京都伝統文化の森推進協議会」と
協働し、東山等において多様な動植物が
見られる生物多様性豊かな森づくりを推
進する。

課題
・多様な主体（企業等）の参画
（資金の不足）

・生物多様性豊かな森づくり

取組

・多様な主体（企業等）の参画を促す
手法の検討

・生物多様性豊かな森づくりに向けた
取組の検討（モニタリング等）

概要
小塩山及び大原野森林公園における保全活動団体と協働し、

希少な動植物が生息する西山の自然環境保全を推進する。

課題 ・多様な主体の参画（担い手及び資金の不足）

取組 ・森林保全活動への参加促進

ウ 西山の自然環境保全

・・・（随時追加）

５ 推進プロジェクト

イ 東山の森づくり

⑶ 各推進プロジェクトの取組状況

ポータルサイトを活用した情報発信
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概要
「『宝が池の森』保全再生協議会」と協働し、

宝が池とその周辺の森の保全・再生・利活用に
取り組む。

課題
・森づくりビジョンに基づく具体的な取組の検討
・生きもののモニタリングや森林管理、持続
可能な利用に向けた体制整備

取組
・今後の行動計画、ロードマップ等の検討
・モニタリングや森林管理などの森づくりの実践

概要
「京の川の恵みを活かす会」等と協働し、

アユ等が生息できる環境作りや持続可能な利用
を推進する。

課題 ・多様な主体の参画（担い手及び資金の不足）

取組
・ネットワークづくりによる多様な主体の参画
促進

オ 天然アユなどの川の恵みを豊かにする活動推進

・・・（随時追加）

５ 推進プロジェクト

⑶ 各推進プロジェクトの取組状況
エ 「宝が池の森」の保全・再生・利活用
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概要
環境に配慮した農産物の生産・消費を促進すること

で、生物多様性保全機能をはじめとした、多面的機能
が発揮される持続可能な農業を推進する。

課題

・【生産者】環境保全型農業におけるメリットの
「見える化」

・【消費者】エシカル消費の実践につながる環境
づくりや情報発信

取組 ・学校の参画による取組の促進

概要
京都らしさ（伝統、文化、産業、景観等）を支える生物資

源の現状等を把握し、保全・回復の取組を講じることで、生
物資源の持続可能な利用を図る。

取組 「京都らしさ」を支える生物資源調査結果の公表

キ 「京都らしさ」を支える生物資源調査

カ 環境保全型農業の推進

・・・（随時追加）

・・・（随時追加）

５ 推進プロジェクト

⑶ 各推進プロジェクトの取組状況
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６ 生物多様性センター

⑴ 概要

生物多様性に関する情報を正確かつ継続的に把握し、収集された知見を基に、生物多様性に係る

理解促進や担い手育成、地域や企業の保全活動の支援等を行うとともに、保全に係る様々な主体の

連携・協力関係を構築

収集
①分布などの生物多様性情報の集積・データベース化機能

②各主体における標本・文献等資料の保有状況の把握

利活用

③民間企業や大学等研究機関、保全団体等の多様な主体のネットワーク機能

④民間企業や大学等研究機関、保全団体等の連携による保全活動のコーディネート機能

⑤民間企業や保全団体等の保全活動や事業の際の環境配慮などに関する相談機能

⑥民間企業等に対する情報と専門的知識に基づく助言・提案機能

⑦生物多様性に係る調査・研究

継承 ⑧資料や情報を活用した環境学習、担い手育成及び情報発信機能

⑵ 事業内容・機能


